
　
　
「
め
が
ね
の
ま
ち
さ

ば
え
」の
重
点
事
業
は
。

　

市
長　

人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
社
会
を
見
据
え
、

既
存
産
業
の
高
度
化
や
成

長
分
野
へ
の
支
援
、
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
開
設

支
援
等
、
雇
用
の
創
出
に

努
め
る
。
更
に
交
流
・
定

住
人
口
の
増
加
、
ふ
る
さ

と
愛
の
醸
成
に
つ
な
が
る

情
報
発
信
も
必
要
。
新
年

度
当
初
予
算
で
は
、
地
域

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
つ
な

が
る
施
策
の
充
実
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　

新
大
阪
ま
で
の
早
期

開
業
へ
の
財
源
確
保
は
。

　

市
長　

２
兆
１
千
億
円

と
見
込
ま
れ
る
敦
賀
・
大

阪
間
の
建
設
費
に
対
し
、

北
陸
三
県
の
政
財
界
か
ら
、

新
幹
線
へ
の
公
共
事
業
費

の
拡
充
、
重
点
配
分
に
よ

る
国
費
の
増
額
、
Ｊ
Ｒ
か

ら
の
貸
付
料
前
倒
活
用
、

開
業
区
間
の
貸
付
料
算
定

期
間
の
延
長
や
財
政
投
融

資
を
活
用
す
る
等
の
解
決

策
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
与
党
整
備
新
幹

線
建
設
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
で
は
建
設
財
源

の
検
討
は
未
だ
開
始
さ
れ

て
い
な
い
。

　
　

北
陸
新
幹
線
敦
賀

延
伸
に
伴
い
、
2023
年
春
に

三
セ
ク
に
よ
る
並
行
在
来

線
開
業
後
の
福
鉄
福
武
線

と
の
共
存
運
行
方
針
は
。

　

　
鉄
道
事
業
再
構
築

事
業
の
10
年
間
ス
キ
ー
ム

が
本
年
度
で
終
了
す
る
。

今
後
も
国
の
支
援
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
福
井
鉄
道

交
通
圏
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
の
改
定
作
業
を

進
め
て
い
る
。
沿
線
三
市

の
市
長
が
知
事
に
対
し
県

に
よ
る
財
政
支
援
の
継
続

を
要
請
し
、
福
武
線
が
、

市
民
の
重
要
な
公
共
交
通

機
関
と
し
て
将
来
に
わ
た

っ
て
運
行
が
継
続
で
き
る

最
善
の
結
論
が
得
ら
れ
る

よ
う
議
論
を
進
め
て
い
く
。

　
　

住
宅
用
太
陽
光
発
電

補
助
事
業
廃
止
の
経
緯
と

課
題
は
。

　
　

国
は
住
宅
用
太
陽
光

発
電
導
入
支
援
対
策
補
助

金
制
度
を
2009
年
度
に
実
施

し
た
。
太
陽
光
シ
ス
テ
ム

が
普
及
し
、
認
知
度
の
上

昇
や
価
格
の
下
落
に
よ
り
、

国
は
2013
年
度
に
、
県
は
2015

年
度
に
廃
止
さ
れ
た
。
本

市
と
し
て
も
、
同
じ
理
由

で
、
今
年
度
で
補
助
制
度

を
廃
止
す
る
。

　
　

働
き
方
改
革
の
改
正

案
は
、
地
方
自
治
体
で
働

く
非
正
規
公
務
員
の
任
用

根
拠
を
明
確
に
し
、
期
末

手
当
を
支
給
す
る
等
の
改

善
を
図
り
、
自
治
体
ご
と

に
ば
ら
ば
ら
で
、
不
適
正

な
採
用
実
態
で
あ
っ
た
も

の
を「
会
計
年
度
任
用
職

員
」に
統
一
し
て
、
給
与
、

手
当
な
ど
を
整
理
、
規
定

し
た
。
民
間
労
働
者
の
正

規
・
非
正
規
間
格
差
は
、

賃
金
で
６
割
程
度
だ
が
、

地
方
公
務
員
の
賃
金
格
差

は
、
非
正
規
職
員
は
正
規

の
４
分
の
１
の
水
準
に
す

ぎ
な
い
大
き
な
格
差
に
な

っ
て
い
る
。
2020
年
度
か
ら

施
行
さ
れ
る
今
回
の
法
改

正
は「
同
一
労
働
同
一
賃

金
原
則
」に
基
づ
く
、
地

方
公
務
員
の
格
差
是
正
に

つ
な
が
る
の
か
。

　

　
本
年
５
月
に
地
方
公

務
員
法
等
が
改
正
さ
れ
、

一
般
職
非
常
勤
職
員
の
任

用
等
に
新
た
に
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
が
創
設
さ

れ
、
採
用
方
法
や
任
期
等

を
明
確
化
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
併
せ
て
、
同
職
員

へ
の
期
末
手
当
の
支
給
を

可
能
と
す
る
も
の
で
、
一

定
の
待
遇
改
善
が
図
ら
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
2020
年

度
の
改
正
法
施
行
に
向
け

国
の
助
言
や
県
・
近
隣
市

町
の
動
向
を
見
な
が
ら
準

備
を
進
め
て
い
く
。

　
　

教
員
の
長
時
間
労
働

の
負
担
軽
減
対
策
は
。

　

教
育
長　

本
年
４
月
か

ら
10
月
に
、
80
時
間
以
上

超
過
勤
務
者
の
月
平
均
人

数
は
、
小
学
校
で
13
人
、

中
学
校
で
86
人
と
、
特
に

中
学
校
で
の
勤
務
実
態
は

深
刻
で
あ
り
、
主
な
原
因

は
部
活
動
。
本
年
度
か
ら

部
活
動
指
導
員
が
中
央
中
、

東
陽
中
に
配
備
さ
れ
、
年

間
45
週
指
導
を
行
い
、
教

員
の
業
務
軽
減
に
と
て
も

有
効
。
来
年
度
か
ら
は
市

内
３
校
全
て
に
配
備
す
る
。

　
　

池
田
中
自
殺
問
題
に

お
け
る
学
力
偏
重
の
公
教

育
の
見
直
し
は
。

　

教
育
長　

本
市
で
は
確

か
な
学
力
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
た
め
に
、
少
人
数
学

級
に
よ
る
、
誰
に
と
っ
て

も
解
り
や
す
い
授
業
を
進

め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
利
活

用
し
、
教
員
が
独
自
の
工

夫
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

授
業
力
向
上
に
努
め
て
い

る
。
故
郷
へ
の
愛
着
と
誇

り
を
養
う
た
め
に
、
体
験

事
業
で
児
童
・
生
徒
が
自

分
達
の
地
域
の
課
題
の
改

善
を
企
画
提
案
す
る
取
組

を
進
め
て
い
る
。
体
力
面

で
は
、
器
械
運
動
交
歓
会

の
開
催
な
ど
特
色
あ
る
活

動
を
通
し
て
、
優
れ
た
成

果
を
上
げ
て
い
る
。
運
動

部
、
文
化
部
と
も
優
秀
な

成
績
を
収
め
、
一
人
一
人

の
能
力
に
応
じ
た
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
本
市

の
教
育
活
動
は
、
学
力
偏

重
と
は
と
ら
え
て
い
な
い
。

今
後
も
、
知
・
德
・
体
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教
育

活
動
を
推
進
し
て
い
く
。
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